
南区の現況

（各種統計データ）
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（１）人口及び世帯数の推移

・京都市全体の人口が減少傾向にあるのに対して，南区は近年は増加傾向
にある。

・単身世帯の増加に伴い，京都市全体及び南区ともに世帯数は増加傾向に
ある。

出典：京都市人口統計
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（２）年齢階層別人口割合（人口ピラミッド）

・平成30年において京都市と南区を比較すると，南区は「20～24歳」の割
合が低い一方で，「25～29歳」，「30～34歳」，「35～39歳」の割合が
多い傾向にある。

・平成20年と平成30年を比較すると，南区では生産年齢層は約4％減少し
ているほか，高齢者層は約5％増加している。

出典：京都市人口統計

10 5 0 5 10

0～ 4歳
5～ 9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

南区の年齢別人口割合（平成30年） 女（％）
男（％）

年少層
11.6％

生産年齢層
63.1％

高齢者層
25.4％

2

10.0 5.0 0.0 5.0 10.0

0～ 4歳
5～ 9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

京都市の年齢別人口割合（平成30年） 女（％）
男（％）

年少層
11.0％

生産年齢層
61.2％

高齢者層
27.8％

10.0 5.0 0.0 5.0 10.0

0～ 4歳
5～ 9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

京都市の年齢別人口割合（平成20年） 女（％）
男（％）

年少層
12.0％

生産年齢層
65.8％

高齢者層
22.1％

10 5 0 5 10

0～ 4歳
5～ 9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

南区の年齢別人口割合（平成20年）
女（％）
男（％）

年少層
12.3％

生産年齢層
67.0％

高齢者層
20.7％



29 5

-169

-452

-204
-121

427

6
-70

76

494

115102

684

448

-483

-77

408

-129

-24

291

837

122
177

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

1000

南区における人口動態（平成7年～平成30年）

自然増減数 社会増減数 人口増減数

1217

721

-1095

168

-672

485

1073

583
210

-189

690

-1167

-2574

23

-513

-1672

6

-446

-3436

-2651

-1603

-1125

-3559

-4500

-3500

-2500

-1500

-500

500

1500

2500

京都市における人口動態（平成7年～平成30年）

自然増減数 社会増減数 人口増減数

（３）人口動態

・京都市では近年は人口減少の傾向にあるが,南区では人口増加の傾向に
ある。

・南区では平成7年～16年頃までは自然増よりも社会減が上回っていたが，
平成17年～30年頃からは自然減よりも社会増が上回っている。

出典：京都市人口動態・人口移動
3

平
成
18
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
30
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
9
年

平
成
7
年

平
成
8
年

平
成
18
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
30
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
9
年

平
成
7
年

平
成
8
年



11.1%

5.5%

5.0%

5.0%

4.7%

4.4%

3.9%

3.7%
2.9%2.6%

51.2%

南区の転出者数

9.2%

8.6%

6.0%

5.1%

5.0%
3.3%

3.2%
2.5%

2.2%1.8%

53.0%

南区の転入者数

（４）転出入の状況（平成30年）

・平成30年の南区における転出入者の状況として，転入者は「国外」から
が最も多く，転出者は「伏見区」へが最も多い。

・京都市においては，転入者は「国外」からが最も多く，転出者は
「大阪府」へが最も多い。

出典：京都市人口動態・人口移動
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（５）学区別の人口増減率

・平成17年から平成27年までの10年間において南区では1.8％増加している。

出典：国勢調査（平成17年，平成27年）

学区
平成17年
（人）

平成27年
（人）

人口増減率
（％）

九条塔南 7,560 7,307 -3.3

南大内 3,491 3,066 -12.2

梅逕 989 1,129 14.2

東梅逕 330 356 7.9

九条 2,100 1,872 -10.9

九条弘道 2,693 2,733 1.5

山王 3,930 3,787 -3.6

陶化 4,936 4,858 -1.6

東和 7,707 7,410 -3.9

上鳥羽 8,881 8,885 0.0

久世 20,789 21,949 5.6

祥栄 7,275 7,106 -2.3

吉祥院 10,136 10,830 6.8

祥豊 8,327 8,991 8.0

唐橋 9,049 9,648 6.6

南区 98,193 99,927 1.8

学区別の人口増減率（H27→H17）
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（６）外国人の人口

・南区の外国人登録人口は減少傾向にあったが，平成27年の調査では
増加している。

・南区の国籍別外国人において平成17年と平成27年を比較すると，「韓
国・朝鮮」は約２割減少しているが,「中国」は約２倍に増加している。

出典：国勢調査
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（７）合計特殊出生率及び出生数

・行政区別の合計特殊出生率は，平成14年から16年連続して11行政区中，
南区が1位である。

・京都市全体の出生数は低下傾向にあるが，南区においては横ばいを維持
している。

出典：（平成２年～２１年）京都市統計情報
（平成２２年～２９年）京都市人口統計
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未就学児の保育所利用率※

（８）未就学児の保育所利用率（平成29年）

・南区における未就学児の保育所利用率は，京都市全体の割合よりも高い。

出典：京都市統計書

8

※ 未就学児の保育所利用率とは，
「住所区別の保育所等利用児童数/小学校入学前児童数」をさす。



（９）児童数の推移

・平成24年と平成29年の児童数を比較すると，「上京区」，「中京区」，
「下京区」は増加しているがその他の区は減少している。
・南区においては，やや減少傾向にある。

出典：京都市統計書
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（10）空き家の推移

・南区における空き家率の推移について，平成15年と平成25年を比較する
と，16.4%から16.8%へ若干増加している。

・南区における空き家状況について，平成20年と平成25年を比較すると，
7,400戸から9,090戸に約1,700戸増加している。

出典：各年住宅・土地統計調査 都道府県編
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京都市 13.3% 14.1% 14.0%

北区 13.1% 16.8% 15.3%

上京区 15.8% 14.0% 12.7%

左京区 12.3% 15.5% 13.9%

中京区 12.4% 14.6% 11.8%

東山区 18.7% 20.3% 22.9%

山科区 13.2% 15.9% 14.5%

下京区 16.8% 16.0% 15.1%

南区 16.4% 14.3% 16.8%

右京区 14.0% 13.0% 11.5%

西京区 9.2% 9.6% 10.2%

伏見区 11.5% 11.9% 15.2%

空き家率の推移



（11）住宅供給戸数

・平成21～30年の10年間の着工戸数の合計を1,000世帯当たりで換算した
ところ，全区のなかで南区が最も多い。

・南区の分譲マンションの供給戸数は，平成26年をピークに減少傾向に
あったが平成30年では200戸を超している。

出典：全国マンション市場動向（2018年度）
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（12）宿泊施設数

・旅館，ホテル，簡易宿所の許可件数は，11行政区の中では，南区が
４番目（451件）に多い。

出典：京都市オープンデータ（保健福祉局 医療衛生推進室 医療衛生センター）
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※ 京都市内において旅館業法第３条に基づく許可を受けた施設の一覧
（簡易宿所は上記の許可を受けたゲストハウスなどの民泊件数も含む）

※



（13）自治会加入率

・南区における自治会・町内会加入率は，平成26年の69.9％から平成30
年の68.6％へと緩やかに減少している。

・平成30年時点では，京都市推計が67.7％に対して，南区が68.6％とやや
上回る結果である。

出典：各年自治会・町内会アンケート
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（14）交通事故発生件数

・京都市全体及び南区ともに交通事故発生件数が大幅に減少している。
・交通事故の死亡者数について，京都市はこの10年間で減少しているが，

南区では大きな変化は見られない。

出典：京都府交通統計
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（15）火災発生件数

・京都市全体の火災発生件数はここ数年，減少傾向にあり南区においても
同様の傾向が見られる。

出典：（平成１１年～２０年）京都市南消防局
（平成２２年～３０年）京都市消防局
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（16）事業所数・製造出荷額・商品販売額

・京都市全体の事業所数は工場及び商業ともに減少傾向にある。
・南区の事業者数（工場）は，減少傾向にあるが，商業の事業者数は横ば

いである。

出典：各年工業統計，商業統計
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（17）事業所数・製造出荷額・商品販売額

・南区における年間製造出荷額は，平成24年から平成28年は増加していた
が，平成29年には減少した。

・南区における年間商業販売額は，平成14年から平成19年は増加していた
が，平成26年には減少した。

出典：各年工業統計，商業統計
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